星 は 天 に 在 る だ け に 丘 ず 
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ヒュ ンマ スタ ー フ ェ ス 合わ せ に し よう と し て 間に合わ な か っ た も 
の 。 
っ て 、 イ ベン ト 終 了 後 三 週間 も 経 っ て お り ま す ・・・。 


せっ か く の ス ター フェ ス な の に 、 星 に まつ わる 話 が な い ! と 思っ て 
急 境 ネタ を 組ん だ ん で す が 、 そ も そ も 手 が 追い 付き ませ ん で し 
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これ も 星 の 話 な の か 、 と 吉 わ れれ ば 微妙 な の で す が 。 


前 半 が 子 ヒ ュ ン 時 代 で 、 後 半 が 戦後 ネイ ル 村 。 そ れ な の で 、 こ の シ 
リ re 居 。 

表 抵 画像 は AC phot 様 。 https://www.photo-ac.com/ 

絶妙 の 画像 を 見 つけ た の で 、 喜 ん で 差し 替え まし た 


いろ いろ と あり ます が 、 相 変わ ら ず ヒュ ンマ を 書い て いま す 。 
2022.7.31 表 抵 差し 替え 
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星 も 月 も 、 見 えな か っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 重 い 雲 に 覆 わ れ た 漆黒 の 夜空 を その 瞳 に 映し て い 
た 。 いつの間に か 、 視 界 が ゆがみ 、 少 年 は 、 自 分 が 涙 を 浮か べ て い 
る こと に 気付 いた 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 乱 暴 に 、 右 腕 で 目元 を ぬ ぐ っ た 。 だ が 、 後 か ら 後 
か ら 深 が わい て くる 。 

少年 の 脳裏 に は 、 い つか 父 と と も に 見 た 、 満 天 の 星 空 が 交 っ て い 
だ 。 

彼 の 育っ た 地底 の 城 に も 、 空 が 見 える と ころ は いく つも あっ た 。 

骨 の 父 は 、 少 年 を と きど き そ こ に 連れ 出 し 、 昼 は 、 蒼 天 や そこ に 
浮か ふ 純 白 の 雲 を 、 夜 は 、 真 円 の 月 や 、 満 天 の 星 空 を 彼 に 見 せ て く 
れ て いた 。 

特に 、 星 空 が 好き だ っ た 。 

眠い 目 を こす りな が ら 見 上 げ る 夜空 に は 、 彼 に 語り 掛け る よう な 
星々 が 一 面 に 瞬 い て いた 。 

その 度 に 、 ヒ ュ ン ケル は 両手 を 天 に 向け て 喜ん だ 。 
ーー 父さん! すご い ! ! 

た くさ ん の 星 だ ね ! 

そう 吉 っ て は し ゃ ぐ 彼 を 、 父 は 目 を 細め て 眺め て いた 。 

父 は 、 彼 を 膝 に 乗せ る と 、 空 に 浮か ぶ 星 を 線 で つなぎ 、 そ こ に 浮 
か ふ 物 語 を 聞か せ て くれ た 。 

少年 の 彼 に は 、 ま だ 上 難しい 話 も 多く 、 ヒ ュ ン ケル は 、 た いて い は 
途中 で 、 父 の 膝 の 上 で 眠っ て し まっ て いた 。 

気が付く と 、 い つの 間 に か ベッ ド で 朝 を 迎え て いた 。 

だ が 、 そ れ も す べ て 過去 の も の だ っ た 。 

彼 を 育ん で くれ た 地底 の 城 も 骨 の 父 も 、 遊 ん で くれ た モン スタ ー 


も 、 何 も な か っ た 。 
いま は も つう 、 星 も 見 えな い 。 


夏 の 夜 は 、 風 が 素肌 を 心地 よく 撫で て ゆく 。 

大 人 の 膝 く らい まで 生い茂っ た 雑草 に は 、 夜 露 が 降り 、 そ れ が 深 
い草 の 匂い を 運ん で いた 。 

普段 な ら 涼やか に 感じ る 夏 の 夜 風 で あっ た が 、 こ の と き の ヒ ュ ン 
ケル に は 、 不 快感 し か な か っ た 。 

何故 な ら 、 ア バン が し っ か り と 彼 の 右手 を 掴ん で いた か ら だ 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 ア バン に 手 を 引か れ な が ら 、 夜 道 を 歩い て いた 。 
振り 払 お うと し た の だ が 、 こ の 時 ば か り は アバ ン が 頑として 、 そ 
の 手 を 離さ な か っ た 。 普段 、 ヒ ュ ン ケル の 意思 を 尊重 する アバ ン と 
し て は 珍し いこ と だ っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 抗 議 の 色 を 添え て 、 ア バン に 尋ね た 。 

「 先 生 っ ! 離し て くだ さい ! ! 」 

「 駄目 で す 。 今日 は 月 あか り も な く て 暗い で すし 、 こ の 近く に は 川 
が ある ん で す 。 貴方 みた い に 小 さ な 子 が 、 夜 に 川 に 落ち た ら 命 は あ 
り ま せん よ 。 」 

正論 だ け に 反論 も し よう つが な か っ た 。 

昼 か ら 曇 天 に 覆 わ れ て いた この 和 夜 は 、 月 あか り も な く 、 ア バン が 
右手 に 持つ ラン タン が 、 唯 一 の 光源 だ っ た 。 

この 状況 で 、 ヒ ュ ン ケル が アバ ン と は ぐれ た ら 、 遭 難 す る こと 必 
至 で あっ た 。 

それ に 、 ま だ 6 歳 の ヒュ ン ケ ル に は 、 1 6 歳 の アバ ン の 手 を 力 づ 
く で 振り 払う こと も で き な い 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 口 を 失 ら せな が ら 、 今度 は 別 の こと を アバ ン に 尋 
ね た 。 

「 い っ た い ど こ に 行こ つっ て 吉 つ ん で す 。 」 

「 さ っ きも 吉 っ た じゃ な いで すか 。 面白 いも の を 見 せま すっ て 。 」 
アバ ン は 、 軽 く ヒ ュ ン ケル に 振り 返る と 、 片 目 を つぶ っ て 見 せ 
た 。 そ の 笑顔 が 憎 ら し いく らい 楽し 気 だ っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 不満 を は っ きり と 声 に 乗せ た 。 


「 面 皿 い も の っ て 何で すか ! 」 

だ が 、 ア バン は も の と も し な い !。 

「 それ は 、 見 て の お 楽し み で す 。 」 

アバ ン は に こ や か に そう 吉 う と 、 ヒ ュ ン ケル の 手 を 引い て 足 を 進 
め た 。 

ヒュ ン ケ ル は 諦め て 、 ア バン に 導 か れる まま 、 そ の 後 を つい て 
いっ た 。 


や が て 、 ふ た けり の 視界 が 開け た 。 

雑草 を 踏み 分 け て 森 の 中 を 歩い て いく と 、 木 々 の 切れ 間 に 出 た 。 
アバ ン の 吉 っ て いた 通り 、 目 の 前 に は 小さ な 川 が あり 、 川 べり 
は 、 雑 木 林 が 途切れ て いた 。 そ の た め 、 そ こ だ け 視界 が 開け て いた 
の だ 。 

小川 の 手前 は 、 雑 草 も 途切れ て いて 、 小 石 が 散ら ちば る 大 地 が むき 
出し に な っ て いた 。 

アバ ン は 、 そ こ で 足 を 止め る と 、 傍 ら の ヒュ ン ケ ル に 視線 を 向け 
7 だ 。 

『 さ 。 : 閉 き まし た よ 。.」 

ヒュ ン ケ ル は 、 き ょ ろ き ょ ろ と あたり け を 見 回 し た 。 

だ が 、 目 の 前 に は 暗い 小川 が ある だ け で 、 何 も な い )。 

ヒュ ン ケ ル は 、 不 満 げ に アバ ン を 見 上 げた 。 

「 何 も な いじ ゃ な いで すか 。 面白 いも の っ て 何で すか ? 」 

する と 、 ア バン は 、 涼 し げ な 顔 で 、 右 手 に 持っ た ラン タン を 掲げ 
7 だ 。 

「 ああ 、 こ れ が ある と 那 魔 で すね 。 怖 が ら せ ち ゃ いま す も の ね 。 」 
共 つ の 

意味 が 解ら ず に 戸惑う ヒュ ン ケ ル を 気 に も せ ず 、 ア バン は ラン タ 
ン の 火 を 吹き 消し た 。 

た ち ど こ ろ に 、 あ た り は 漆黒 の 聞 に 包ま れ た 。 

詐 間 に 慣れ な い 目 に は 、 何 の 輪郭 も 掴め な い ほ どの 、 深 淵 た る 間 
に 思え た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 突 如 、 ひ と けり で 痢 の 中 に 放り 出さ れ た よう な 錯覚 
を 覚え た 。 


それ は 、 ま る で 死 の 世界 で あっ た 。 

ヒュ ン ケ ル の 右手 を つか む ア バン の 手 の 温 か さだ けが 、 い ま 彼 が 
踏み し め て いる 大 地 が この 世 の も の で ある の だ と 告げ て いた 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 上 ずっ た 声 で アバ ン を 呼ん だ 。 

「 せ 、 先 生 ・・・?」 

「 し っ 、 ヒ ュ ン ケル 。 区 か せ ち ゃ いま す よ 。 」 

そし て 、 ア バン は 、 ヒ ュ ン ケル の 手 を 所 っ た まま 、 そ の 手 を 下 に 
引い た 。 

「 危な いで すか ら 。 そ っ と 座り まし ょ つう ね 。 」 

ヒュ ン ケ ル は 、 里 っ て アバ ン と と も に 腰 を 下ろ し た 。 

アバ ン は 、 ヒ ュ ン ケル の 耳元 で 、 小 さ な 声 で 中 いた 。 

「 よーく 、 前 を 見 て いて くだ さい 。」 

ヒュ ン ケ ル は 、 訳 も 分 か ら ず 、 間 を 見 つめ た 。 

次 第 に 目 が 慣れ て き て 、 輪 郭 線 が 識別 で きる よう に な っ て きた 。 
目 の 前 に ある の は 小川 だ 。 

その 小川 の 向こう に 、 少 し 開け て 、 ま た 雑木 林 が 続い て いる 。 
小川 の 川治 い に は 、 小 石 の 散ら ば る 川 べ けり が 続い て お り 、 対 岸 に 
は 、 川 に 向かっ て 背丈 の ある 雑草 が 生え て いた 。 

その 草 が 、 川 に 向かっ て 手 を 伸ばす よう に 、 大 きく 傾い で 育っ て 
いた 。 

回 の 濃淡 で 描か れ た よう な 人 夜 の 風景 が 広がっ て いた 。 

「 あ 。」 

ヒュ ン ケ ル は 声 を 上 げた 。 

漆黒 の 暗い 風景 の 中 、 ぼ つん と 、 小 さ な 明 か り が 灯っ た の だ 。 
隣 の アバ ン が ヒュ ン ケ ル の 手 を 握っ た まま 、 指 で ヒュ ン ケ ル の 手 
の 甲 を トン トン と 叩い た 。 見 る と 、 ア バン が 誠に 指 を 当て て いた 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 慌 て て 左手 で 口元 を 押さ えた 。 

ヒュ ン ケ ル が 黙っ た まま 、 目 の 前 の 光景 を 見 つめ て いる と 、 ぼ つ 
ん と 、 ま た 明か り が 灯っ た 。 

その 小さ な 明か り は 、 付 いて は 消え 、 そ し て また 増え て いっ た 。 
ぼん や り と し た 、 だ が どこ か 温か い 淡 い 光 は 、 ヒ ュ ン ケル の 目 の 
前 で 、 次 々 に 点 さ れ て いっ た 。 

それ は まる で 、 夜 を 迎え た 村 の 家々 が 灯り を と も すか の よう で 


あっ た 。 

指先 ほど の 小さ な 光 は ヒュ ン ケ ル の 目 の 前 で 次 々 に 広がっ て い 
き 、 無 数 の 星 に な っ た 。 

地面 を 見 て いる は ず な の に 、 星 空 を 見 上 げ て いる よう な 錯覚 に 衣 
われ た 。 

アバ ン が 、 ヒ ュ ン ケル の 耳元 に 口 を 当て て 嘱 い た 。 

「 綺麗 で し ょ う ? 

星空 で ごみ たい です よね 。 」 

ヒュ ン ケ ル が 胸 に 抱い た 感 尼 と 同じ こと を アバ ン が 形 に し た 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 目 の 前 の 無数 の 光 に 圧倒 され 、 上 ずっ た 声 で アバ 
ン に 尋ね た 。 

「 先生 、 こ れ は ・・・? 」 

「 宙 で す 。 」 

「 軍 ?」 

「 虫 で す よ 。 発光 する ん で す 。 

これ は みん な 、 蛍 の お 尻 の 光 で す 。 

呼吸 し て いる みた いで し ょ う ? 」 

そう 吉 え ば 、 淡 い 光 は 、 と きど き 点 滅 し て いる 。 

「 常 は 、 こ うつ や っ て 仲間 と 呼び 合っ て いる ん で す よ 。 

世 を し て いる 、 と 聞き まし た ね 。 」 

いき な り 夢 みた いな 吉 葉 が 、 ア バン の 口 か ら 飛 び 出 し た 。 


ん ・ 渦 2」 


/ じ ハ 


「 光 で 異性 を 呼ん で 、 子 務 を 残 そう と し て いる ん で す よ 。 


NR し よ つ ? 」 
ヒュ ン ケ ル は 、 そ の 例え が ピン と 来 ず に 、 ま た 目 の 前 の 光景 に 視 
線 を 戻し た 。 


月 明か り の な い 闇 夜 が 幸い し た 。 

宙 の 点 す 小さ な 明か り だ けが 目 に 優し く 宿 る 。 

その 無数 の 灯り が 息づく 中 、 ヒ ュ ン ケル は 、 か つて 父 と 見 た 満天 
の 星空 を 思い 浮か べた 。 

「 ヒュ ン ケ ル 。 」 

アバ ン が 、 優 し く 彼 を 呼ん だ 。 

「 ま る で 星 の よ うつ で すね 。 」 


先ほど と 同じ 感想 を 口 に し た 。 

そし て 、 少 年 と 同じ 幻想 的 な 小さ な 光 を 視界 に 映し 、 ア バン は 、 
まだ 細い 一 番 弟子 に 嘱 い た 。 

「 こ の 光 は 、 小 さ な 躍 た ちの 生み 出し た も の で す 。 

で も 、 と て も 美しい ・・・。 

まる で 、 満天 の 星空 の よう に 。 

星 は 、 天 に 在 る だ け で は な い の で す よ ね ・・・。」』 

アバ パン は 、 咳 く よ う に そう 寺 っ た 。 


その 吉 葉 の 意味 を 少年 が 理解 し た の は 、 も っ と ずっ と 後に な っ て 
の 選 ご だ つた だ 。 


ネイ ル 村 の 周辺 に は 、 厚 い 森 が 広がっ て いる 。 

その 木々 の 隙間 を 、 ヒ ュ ン ケル は 、 マ ァ ム に 手 を 引か れ な が ら 歩 
いて いた 。 ヒュ ン ケ ル は 、 手 に 持っ た ラン タン で 、 マ ァ ム の 足元 を 
昭 ら し 、 彼 女 が 転げ ば な いよ うに 気 を 配っ て いた 。 

「 マ ァ ム 、 急 が な い 方 が いい 。 足 を 取ら れる そ ぞ 。 」 

「 あ 、 そ つう ね 。 

ご めん な さい 。 嬉しく な っ ちゃ っ て 。 」 

そつ う 吉 っ て 微笑 び マ ァ ム は 可愛 らし か っ た 。 

ヒュ ン ケ ル も 顔 を ほこ ろば せ た 。 

「 も うつ すぐ な ん だ ろう ? 」 

「 え え 。 こ の 先 の 小川 。 

その 吉 葉 が 、 ヒ ュ ン ケル ン 記 憶 の 其 線 に 触れ た 。 

そう 吉 え ば 、 ず いぶ ん 前 に こん な こと が あっ た な 、 と 思い 出し 、 
ヒュ ン ケ ル は 苦笑 し た 。 

アバ ン と 旅 を し て いた ころ 、 同 じ よ うに 、 夜 の 森 を 、 ア バン に 手 
を 引か れ て 歩い た こと が あっ た 。 

あの と き と 同 じ よ うに 、 今度 は マ ァ ム に 手 を 引か れ 、 彼 は 、 夜 の 
条 を 歩い て いる 。 

気が付く と 、 あ の と き の よ うに 視界 が 開け た 。 ヒ ュ ン ケル が ラン 
タン を 掲げ て 、 先 を 見 る 。 

する と 、 そ こ に は 、 確 か に 暗い 夜 の 小川 が 広がっ て いた 。 


「 ここ で いい わ 。 ヒュ ン ケ ル 、 明 か り を 消し て 。 座 り ま し ょ う 。 」 


「 ああ 。 」 
彼 は 、 マ ァ ム に 言わ れ た と お り 、 ラ ンタ ン の 明か り を 消し 、 そ の 


場 に 腰 を 下ろ し た 。 

彼 と 手 を つない だ まま 、 マ ァ ム も 座 け 込 

心地 よい 沈黙 が 流れ て いた 。 

互い に 繋い だ 掌 が 温か い 。 

吉 葉 は な く と も 、 確 か に そこ に いる の だ と の 信頼 感 と 安心 感 が 、 
そこ か ら 伝 わっ て き て いた 。 

や が て 、 ふ た り の 目 の 前 に 、 小 さ な 明 か り が 灯っ た 。 

いつ か 見 た 風景 と 同じ よう に 、 そ の 灯 は 、 次 々 に 灯っ て いき 、 瞬 
く 間 に 無数 の 灯り が 広がっ て いっ た 。 

「 キ レイ で し ょ う ?」 

マ ァ ム が 誇らしげ に そう 吉 っ て 微笑 ん だ 。 

「 あ あ 。」 

ヒュ ン ケ ル も うな ずい た 。 

「 圭 に だ な 。 


つん 。 」 
ヒュ ン ケ ル の 問い と も 吉 え な いよ うな 問い に 、 マ アム は うな ずい 


だ 。 
「 去年 は 、 ヒュ ン ケ ル が 村 に 来 た ば っ か けり だ っ た か ら 見 せら れ な く 
て 。 気が付い た ら 季 節 が 終わ っ ちゃ っ て た か ら 、 今 年 は どう し て も 


見 せ た か っ た の 
きれ いで し ょ う ? 
私 の 好き な 、 夏 の ネイ ル 村 の 景色 の ひと つよ 。 」』 
そつ 吉 っ て 目 を 細め る マ ァ ム の 横顔 は 、 暗 闇 の 中 で も 美しかっ 


た 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム の 肩 に 手 を 伸ばし 、 そ の 身 を 抱き 寄せ た 。 
礼 を 述 べた か っ た 。 

「 あ り が とう 、 マ ァ ム 。 」 
する と 、 マ ァ ム は 首 を 横 に 振っ た 。 

「 つ うつ つん 。 だ っ て 、 私 が ヒュ ン ケ ル と 見 た か っ た ん だ も の 。 


わが まま 聞 いて くれ て 、 私 こそ 、 あ り が と う 。 」 


マ ア ァ アム は 、 彼 の 胸 に 頭 を つけ て 、 そ の 身 を 預け て いた 。 
その まま 二 人 で 語り 合う 。 
「 夜 の 森 に 行き た いと 吉 わ れ た と き に は 荻 い た ぞ 。 
転ん だ ら ど うす る ん だ と 心配 だ っ た 。 」 
「 貴方 が 手 を つない で くれ た か ら 心 配 な か っ た わ 。 」 
「 俺 は 気 が 気 じ ゃ な か っ た 。 
お 前 ひと り の 体 じ ゃ な いん だ か ら な 。」 
「 心 配 し すぎ よ 、 ヒ ュ ン ケル 。 
・ で も 、 あ り が と う 。 』 
8 マ ア ム は 、 で つど 、 自分 ) の 下腹 部 に 手 を 当て た 。 
自分 の 右 半身 に マ ァ アム の 鹿 を 抱き 寄せ た まま 、 ヒ ュ ン ケル も 、 
マ ア ァ アム の 手 に 自身 の 手 を 重ね 合わ せ た 。 
と くん 、 と そこ か ら 癌 の 息吹 が 伝わっ て くる よう で あっ た 。 
ふと 、 風 が 吹い た 。 
その 風 に あお られ 、 無 数 の 光 は 身 を ひそ め 、 飛 び 立 ち 、 そ の 先 で 
また 灯 を と も す 。 
光 の 乱舞 の 中 に 、 ふ た り は いた 。 
マ ァ ム が ふっ と 笑み を 浮か べ 、 忠 いた 。 
「 バ の ふ 。 星空 の 中 に いる みた い 。 」 
マ ァ ム の その ひと こと が 、 ヒュ ン ケ ル の 記憶 に 残る アバ ン の 言葉 
を 呼び 覚まし た 。 
一 星 は 、 天 に 在 る だ け で は な い 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 マ ァ ム の 肩 を 抱き 寄せ る 右腕 に 力 を 込め た 。 
「 ヒュ ン ケ ル ? 」 
マ ァ ム は 不思議 そう に 彼 を 見 上 げた 。 
「・・・ し いら 5 や 、 な ん で も な い 。」 
そつ 吉 っ て マ ァ ム を 見 つめ る 彼 の 目 は 、 ど こ か 、 泣 き 出 し そう に 
も 見 えた 。 
マ ア ァ アム は 、 そ っ と ヒュ ン ケ ル の 類 に 手 を 伸ばし た 。 自分 の 下腹 部 
か ら 手 を 離し 、 両 手 で 彼 の 類 を 包み 込む 。 
そし て 、 そ の まま 、 穏 や か に 微笑 ん だ 。 
ム 避 ゲル 。 
私 は 今 ね 、 す ご く ・・・ 嬉 し いわ 。 幸 せな の 。 」 


「・・・ 俺 も だ 。 」 

マ ア ァ アム は 、 何 も 尋ね な か っ た 。 ヒュ ン ケ ル が 感じ て いる 何 か 思 い 
が ある の だ ろう と 気付 いて いる に も か か わら ず 、 彼 に 無理 に 語ら せ 
よう と は し な か っ た 。 

た だ 、 彼 女 の 感 じ て い る 幸福 だ け を 伝え て くれ て いた 。 

だ か ら だ ろう か 。 

胸 に か けた 柳 が 外れ る 、 声 な き 音 が 身 の 内 に 響い た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 自 然 に 言葉 を 紡い で いた 。 

彼 の よく 通る 低い 声 が 響く 。 

「 マ アァ ム 、 俺 は 、 父 を 亡くし て か ら 、 暗 い 空 ば か り を 見 上 げ て きた 
気 が す る 。 

父 と 見 上 げた 星空 は も うど こ に も な い の だ と 、 そ う 思 っ て いた 。 

だ が 、 そ うじ ゃ な か っ た 。 

星 は 、 空 に 在 る ば か り で は な か っ た 。 

いま ここ に 、 俺 の 腕 の 中 に 、 お 前 の 中 に 、 あ る 。 」 

そつ 喜 っ て 、 も つう 一 度 、 彼 は マ ァ ム を 抱き し め た 。 

その 胸 に 彼 が 抱く の は 、 ふ た り 分 の いのち と し あわ せ だ っ た 。 


星 は 、 天 に ある ば か けり で は な し J)。 
手 の 届 く 目 の 前 に 、 い まそ こ に ある 。 


